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昭和61年4月1日付で退官された細胞化学部門市川康夫教授の後任として,同部門講師であった永田和宏氏の
昇任が決定,昭和61年11月16日付で発令された｡以下に同氏の略歴ならびに研究業績の概略を簡単に紹介します｡



























中で, この蛋白が,最近,医学 ･生物学の領域でホットなトピックスになってきているいわゆる h`eatshock
protein"に属する新しい蛋白種であることを発見された｡



























胸部外科 田 村 康 一 講 柿
昭和46年京都大学医学部卒業,国立療養所芋多野病院で肺外科を,静岡市立静岡病院で心臓血管外科を修め,

















臨床肺生理学部門 大 井 元 晴 助教授
昭和48年京大医学部を卒業し,直ちに当研究所の臨床肺生理学部門に入局,昭和49年より京都私立病院呼吸器科,
及び国立療養所東京病院において呼吸器内科の臨床に従事したが,その間に呼吸不全を研究課題として選び臨床




















学 術 集 会 記 録
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昭和61年度 京大胸部研学術講演会抄録
高電圧パルスによる遺伝子導入と細胞融合




























老化ア ミロイ ドーシス病態解明にむけて一老化促進モデルマ ウス (SAM)を用いた生化学的及び
分子遺伝学的アプローチ
病理学部門 米 津 智 徳
























マ ウス細胞マクロファージの活性酸素生成 に関す る検討
内科第-部門 村 山 尚 子
最近肺胞マクロファージが,呼吸器領域の防御に重要な役割を果していることが明らかにされつつある｡そこ
で我々は,マウス肺胞マクロファージを用いて,殺微生物活性等に重要な活性酸素生成を中心に検討した｡また,





Zymosan刺激による AM の 02~放出量は,正常群においても有意の放出を認め,BCG静注群では,更に増強
が見られた｡PM でも同様に,02~の放出は高値を示した｡IgG抗体で coatしたヒツジ赤血球 (EIgGJを加え,
0 2~の放出を検討した場合,BCG静注群では,AM,PM 共に, 0 2~放出量が冗進していた｡Phorbolmyristate
acetateで刺激した場合,PM の 0 2ー 放出量は,BCG 静注群で著明な冗進がみられたが,AM を PMAで刺激し




活性が異なる等の可能性が考えられる｡好中球等における検討で,PMA は ProteinkinaseC の activatorとさ
れ,また,Diacylglycerolも,Ckinaseを活性化することが知られている｡ そこで Dioctanoylglycerolを用いて,
02~の放出を検討した｡IiCG 静注群の PM では,有意の 02~放出がみられたが,AM では,正常群,BCG静注
群共に 02~の放出は低値であった｡これらの所見は,膜表面から活性酸素生成に至るまでに,複数の pathway
が存在する可能性を強く示唆するものと考えられ,今後 signaltransductionsystem を中心に検討を重ねたいと






























































































細胞化学 永 田 和 宏
種々のス トレスに対 して,生体は細胞レベルで,その防御機構を備えている｡ス トレスには,熟や,ひ素など
の重金属,sulfuhydrylreagents,アミノ酸アナログや,カルシウムイオノフォアなどがある｡ これらのス トレス
にさらされた時,細胞は比較的少数の一群の蛋白質をすみやかに合成する｡動物細胞の場合,この様な熟ショッ
ク蛋白質 (広義にはス トレス蛋白質)は,主に3種類 (hsp90,hsp70および hsp25)が報告されている.我々は,
このような従来報告されている熟ショック蛋白質のほかに,新 しい熟ショック蛋白質を発見 した｡分子量47,000
のこの蛋白質は,コラーゲンに結合し,小胞体 (endoplasmicreticulum)に局在 しており, プロセシングあるい
は輸送などとの関与の可能性が考えられる｡しかも,この蛋白質は,細胞の transformation によっても制御を
受けていることがわかり,制御機構および機能の両面において興味深い蛋白質である｡
1. hsp47の同定 :ニワトリ胎児紘継芽細胞 (CEF)を 37oC,42oCおよび 45oCに,1- 4時間保温したのち,
35S-メチオニンでラベルする｡ NP-40可溶性画分を遠心によって集め, ゼラチンーセファロースにかけ, 洗浄


















4･ invitrotranslation/processing:CEFを,37oC,42oCおよび 45oCで4時間処理 したのち,mRNA を分
離精製 し,reticulocytelysate系を用いて,invitroで翻訳させ,ゼラチン セーフTローズで hsp47およびその前
駆体を精製する｡invitroの翻訳産物は,分子量が約 42,000Daであった｡ ミクロソーム膜画分を加えて,前駆





5. 局在性 :未変性の hsp47を家兎に接種することにより,抗体を得た｡affinity-purifyしたのち,CEFを間
接蛍光抗体法により染めると hsp47は小胞体 (endoplasmicreticulumn)を特異的に染めることがわかった｡hsp
47が,小胞体に局在するという結果は,この蛋白質の前駆体が signalpeptideをもつ事実ともよく符合する｡











































131回 61年10月 2日 InductionofMacrophageGrowthbyLipids(帝京大,薬)山崎 正利
132回 62年2月6日 B細胞の分化増殖と腸内常在菌との相互関係 (熊本大,医)浴野 成生














5. HDLmetabolisminSAM withspecialreferencetotherelationshipbetweenapo-A-Ⅱ clearanceand
ASsAMdeposition,(15min･)
HironobuNaiki,M･D･ KeigoHanada,M･VM1
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川合 満 :閉塞性肺疾患の診断と治療.下京東部医師会 (1986.7.17.京都).
川合 蒲 :閉塞性肺疾患の診断と治療.北海道医師会 (1986.7.24.札幌).
川合 満 :閉塞性肺疾患の治療について.塩筑 ･松本医師会 (1986.7.26.松本).
川合 満 :気道閉塞性疾患の治療一一最近の進歩.北丹 ･与謝医師会 (1986.9.16.大宮町).
河南里江子,田中栄作,橋本 徹,多田公英,縄田隆平,富岡洋海,池上裕美子,新実彰男,加藤元一,鈴木











川合 満 (司会 ･久世文事):レオメーターの開発とその臨床応用.ムコダイン学術講演会 (1986.10.4.京
都).
隼田伸一,中原由紀子,中原保治,石田 直,門屋真知子 :視神経乳頭肉芽腫を来たしたサルコイ ドー シスの
1例.第6回サルコイ ドー シス研究会 (1986･10.17.松本).
藤本憲弘,八田和犬,南部静洋,田口善夫,郡 義明,望月吾郎,種田和清,岩田猛邦,沖波 聴,庄司和彦,
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川合 満 :呼吸器における老年性変化ならびに主な疾患について.京都薬科大学卒後教育 (1986.10.19.京
那).














併し,胸部 Ⅹ ･P上びまん性陰影を呈した1例.第35回びまん性肺疾患研究会 (1986.12.6.大阪).
石原享介,長谷川幹,片上信之,坂本慶子,李 英徹,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :気道の炎症性ポリー
プと思われる2症例.第29回近畿気管支鏡懇話会 (1986.12.17.大阪).





岡崎美樹,大野暢宏,武藤 真,長谷光雄,高島義光 (福井赤十字病院 呼吸器科):気管支性嚢腫の5例
田中栄作,加藤元一,桐谷良一,久世文幸 (京大胸部研 内科1):Mouse緑膿菌感染モデルを使った慢性気
道病変のメカニズムの検討
桐谷良一,田中栄作,村山尚子,倉沢卓也,川合 満,久世文事 (京大胸部研 内科1):慢性気道疾患にお
ける気管,気管支線毛の機能および超徽形態の検討
岡本 豊,田中健一 (東レ安全性試験室):TDI鼻アレルギーモデルを用いた抗アレルギー剤薬効検定の試み
西山秀胤 南方良章,堀川禎夫,鈴木雄二郎,前川暢夫 (和歌山赤十字病院 呼吸器科):RA に合併した細
気管支炎の1症例
郡 義明,野村信介,久保嘉朗,南部静洋,田口善夫,望月吉郎,種田和清,岩田猛邦 (天理よろず相談所病
院 呼吸器内科),小橋陽一郎,市島国雄 (/病理):金利使用中に間質性肺炎を来し呼吸不全にて死亡した RA
の1剖検例,田口善夫,岩田猛邦,種田和清,望月吾郎,郡 義明,南部静洋,久保嘉朗 (天理よろず相談所病
院 呼吸器内科),黒田康正,定藤規弘 (/放射線科),種田基一郎,足立和彦 (神戸労災病院 内科):金利に
よる肺臓炎のⅩ線 CT像について
牛田伸一 (国立姫路病院 内科):過去2年間の経皮肺針生検の成績 (同手技にて診断し得たクリプトコッカ
ス症について)
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坂本庶子,長谷川艶 片上信之,李 英徹,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 (神戸市立中央市民病
院 呼吸器内科):当科における重症嘱息発作および嘱息死の臨床検討
白川太郎,藤村直樹 (高槻赤十字病院 呼吸器科):金属と嘱息
石原享介,長谷川幹,片上信之,坂本庶子,李 英徹,岩崎博信,梅田文一,中井 準 (神戸市立中央市立病
院 呼吸器内科):石井昌生,浅香隆久 (神戸市立玉津病院):在宅酸素療法の現状と問題点
中原由紀子 (国立姫路病院 内科):肺原発と考えられる悪性線維性組織球腫 (MFH)の1例
坂東憲司,黒田直明,倉沢卓也,辻野博之 (大阪府済生会中津病院 呼吸器科):縦隔膜癌で発見された Ma-
1ignantMela′nomaの 1例




片上信之,長谷川幹,坂本庶子,李 英徹,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 (神戸市立中央市民病
院 呼吸器内科),倉沢卓也,久世文幸 (京大胸部研 内科1):当院における非小細胞癌の最新化学療法及び肺
癌治療の共通プロトコールについて
特 別 講 演













内 科 学 第 二 部 門
〔著書 ･分担執筆〕
大島駿作,北市正則 :肺の線維化.滝島 任編 ｢臨床医のための病態生理学講座 呼吸器｣,p･240-247,メジ
カルビ3.一社,東京,1986.
大島駿作,寺松 孝,佐川弥之助,前川暢夫編 ｢臨床呼吸器病学 (第2版)｣,金芳堂,京都,1986.(分担執筆).




-断層撮影,p･70-71.泉 孝英 :Ⅲ編7章 免疫学的検査,p･105-108.Ⅳ編4章 慢性閉塞性肺疾患 ･細気
管支炎.5章 肺線維症およびびまん性間質性肺炎,p･223-244.6章 免疫学的疾患,サルコイ ドー シス･過
敏性肺臓炎,外因性アレルギー性肺胞炎,慢性ベリリウム肺,グッドパスチャー症候群,ウェゲナー肉芽腫症,
PIE症候群,腰原病の肺病変. 7章 産業性肺疾患,p･251-278.10章 全身性疾患における肺病変. 11章
薬剤による肺疾患,p･317～329.木野稔也 :Ⅳ編 6章 1.気管支嘱息,p･245-251, 9章 その他の気管支肺
疾患,気管支結石症,肺胞微石症,肺血鉄症,肺硝子膜症,肺胞蛋白症,呼吸促迫症候群,組織球増殖症, リポ
イド肺炎,放射線肺臓炎または放射線肺炎,p･307-313.




泉 孝英 :川上義和編 ｢図説臨床看護医学第 1巻 呼吸器｣ 免疫学的検査, p･122-123, 気管支肺胞洗浄,
p.138-139,びまん性汎細気管支炎,p･188-189,サルコイ ドー シス,p･228-231,同朋舎,東京,1986･
泉 孝英,松井祐佐公 :呼吸器ウイルス感染症.螺長英郎監修 ｢ウイルス感染症｣p･51-59,医薬ジャーナル
礼,大阪,1986.
泉 孝英, 中沢次夫,河合 健,近藤有好編集,小林節雄,村尾 誠監修 ｢アレルギー性肺疾患｣南江堂,
1986.(分担執筆).泉 孝英 :アレルギー性肺疾患の診断方法,気管支肺胞洗浄のアレルギー性肺疾患における
診断学的意義,p.83-86.Goodpasture症候群,p･123-126,過敏性肺炎,病態生理,発症機序,p･204-208･





泉 孝英,古江増裕 :免疫学的検査法 白石 透編 ｢呼吸器疾患診療の実際｣p･50-59,文光堂,東京,1986･















泉 孝英 :｢ステロイド剤の臨床｣サルコイ ドー シス,MedicalCompanion,6(4):529-534,1986.
泉 孝英 :特集 ｢呼吸器疾患一最近の診断 ･研究をめぐって｣気管支肺胞洗浄の臨床的 ･病態生理学的意義.
最新医学,41(6):1292-1302,1986.
泉 孝英 :臨床診断図解Ⅶ サルコイ ドー シス (70歳以上の高齢サルコイ ドー シス)内科,58(1):152-156,
1986.
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泉 孝英 :今月の主題 ｢呼吸器と免疫 ･アレルギー｣呼吸器と免疫 ･アレルギー.medicina,23(7):1116-
1119,1986.
泉 孝英 :今月の主題 ｢呼吸器と免疫 ･アレルギー｣アレルギー性肺疾患の分類.medicina,23(7):1160-
1161,1986.
泉 孝英,長井苑子,竹内 実,渡辺和彦,北市正則 :今月の主題 ｢呼吸器と免疫 ･アレルギー｣気管支肺胞
洗浄.medicina,23(7):1166-1171,1986.
泉 孝英,田中 茂,長井苑子 :Currenttopicsr呼吸器疾患領域におけるグルココルチコイド｣,medicina,
23(7):1259～1270,1986.
泉 孝英,長井苑子 :｢臨床検査の最前線｣呼吸器疾患における BALの診断学的意義.内科,58(3):688-
690,1986.
泉 孝英,長井苑子 :講座 ｢病気の生化学｣(CXXⅣ)肺サルコイ ドー シス.代謝,23(9):837-845,1986.
泉 孝英 :サルコイ ドー シスの免疫学.抗研誌,37(3.4新津泰孝教授退官記念号):53-62,1986.
泉 孝英 :夏型過敏性肺臓炎の病因をめぐって.感染 ･炎症 ･免疫,16(4):217-224,1986.
泉 孝英 :特集 ｢肺｣肺の損傷と修復 :肺炎から肺線維症.臨床検査,31(2):147-153,1987.





泉 孝英 :薬剤誘起性肺臓炎.日本臨林 1987春季増刊 (555),広範囲症候群 新訂版 :420,1987.
木野稔也,井原順一,福田康二 :今月の主題 ｢呼吸器と免疫 ･アレルギー｣･肺真菌症.medicina,23(7):
1144-1146,1986.





節原順一,木野稔也 :今月の主題 ｢呼吸器と免疫 ･アレルギー｣好酸球性肺炎･medicina23(7):1188-1190,
1986.
前原順一 :今月の主題 ｢呼吸器と免疫 ･アレルギー｣薬剤性肺臓炎.medicina,23(7):1212-1213,1986.
長井苑子 :BALF細胞の動態 マクロファージ 最新医学 41(6):1303-1321,1986･




西村浩一,北市正則,泉 孝英,伊藤春海 :胸部の CT ｢肺末梢病変の CT 像と伸展固定肺標本との比較検
討｣.臨床放射線 31(ll):1345-1355,1986.
藤村直樹 :今月の主題 ｢呼吸器と免疫 ･アレルギー｣,塵肺症.medicina,23(7):1196-1198,1986.
今井弘行 :今月の主題 ｢呼吸器と免疫 ･アレルギー｣IgE(総 IgEと特異的 IgE).medicina,23(7):1162
-1163,1986.
伊藤春海,村田喜代史,千田道夫,佐藤仁一,米倉義稽,鳥塚莞繭,西村浩一,泉 孝英,大島駿作 :特集
｢肺病変の新しい RI診断法｣新しい肺の換気検査法 -N･13ガスを用いた PositionEmissionTomography
(PET)一 呼吸と循環.35(1):21-29,1987.
伊藤春海,金岡正樹,村田喜代史,野間恵之,西村浩一,北市正則,泉 孝英,大島駿作,人見滋樹,伊藤




行 :原因不明の PIE 症候群における臨床的アレルギー学的研究,真菌に対する沈降抗体検出の意義.日胸疾会
誌,24(6):668-674,1986.








一,村田喜代史,伊藤春海 :FujiComputedRadiographyおよび X 線 CT を使用した SAl∋像の検討.気管
支学,8(2):237-242,1986.




浅本 仁,故倉 恵,沢野哲重,佐々木義行 :ファモチジンのテオフィリンのクリアランスに及ぼす影響.基
礎と臨床,20(9):4763-4766,1986.






















之,徐 志堅,溝 暁,楠木秀和,糸山光磨,沢田茂夫 :Ⅰ型 HSVを分離同定し得たヘ ルペス感染症病理解
剖の4症例.医療41(2):129-134,1987.




大島駿作,田村昌士 :BALか TIiLBか,その適応と限界 (第9回日本気管支学会シンポジウムⅢ 座長コ
メント).気管支学,8(4):475,1986.
泉 孝英 :腰療病における肺病変.MinophagenMedicalReview31(4)･'173-183,1986･
泉 孝英,長井苑子,大島駿作 :サルコイドー シス中年女子発症例の予後について.サルコイドー シス研究会
誌,5:102-103,1985.
泉 孝英,長井苑子,竹内 実,北市正則,渡辺和彦,大島駿作,沢野哲重,三尾直士,橋本圭司 :喫煙のサ
ルコイドー シスに及ぼす影響に関する検討.サルコイドー シス研究会誌,5:104-105,1985.
泉 孝英,長井苑子,北市正則,竹内 実,渡辺和彦,大島駿作 :喫煙のサルコイドー シス症例の気管支肺胞
洗浄液細胞所見に及ぼす影響に関する検討.厚生省特定疾患問題性肺疾患調査研究粧,昭和60年度研究報告書.
p.219/-225,昭和61年3月.





長井苑子 :BALF細胞からみた過敏性肺炎の免疫学的考察.第24回 FLD シンポジウム No･4,呼吸,5(7):
805-813,1986.












泉 孝英 :パネルディスカッション ｢COPD をどのように把握すべきか｣.4. 慢性気管支炎,細気管支炎.
第26回日本胸部疾患学会総会 (61.4.8).
泉 孝英,長井苑子,竹内 実,北市正則,渡辺和彦,大島駿作,沢野哲重,三尾直士,橋本圭司 :喫煙の健
常人およびサルコイドー シス症例における BALF細胞所見に及ぼす影響に関する検討.第26回日本胸部疾患学
会総会 (61.4.7).
IzumiT:Chronicberylium diseaseinJapan･ ChronicBergllium Disease･ A diagnosticworkshop
(1986.5.8.Cleveland).
泉 孝英,長井苑子,竹内 実,北市正則,大島駿作 :喫煙のサルコイドー シス症の発症,進展に及ぼす影響
に関する検討一喫煙の BALF細胞所見に及ぼす影響-.第1回喫煙と健康に関する研究発表会 (61･7･18)･
泉 孝英 :シンポジウム ｢サルコイド-シスをめぐって｣難治化の要因一難治症例から-.第28回 FLD シン
ポジウム (61.9.6).
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藤村直樹 :サルコイ ドー シスにおける BALF細胞所見と予後一健康診断発見例における検討1.第6回サルコ
イ ドー シス研究会総会 (61.10.17).




泉 孝英,長井苑子,竹内 実,北市正則,平田健雄,大島駿作,藤村直樹 :特発性間質性肺炎症例における
BALF活性化 B )ンパ球測定の臨床的,病態生理学的意義に関する検討.昭和61年度厚生省特定疾患間質性肺
疾患調査研究粧々会議 (62.2.13).





門 政男,泉 孝英,長井苑子,北市正則,平田健雄,大島駿作,藤村直樹 :シンポジウムⅢ,びまん性間質
性肺疾患における BAL と TBLB の適応と限界.第9回日本気管支学会総会 (61.7.15).
門 政男,小山 弘,川谷暁夫,小沢佳広,三尾直士,江村正仁,松井祐佐公,泉 孝英,大島駿作 :集団検
診および自覚症状で発見された肺癌の年代別比較検討.第27回日本肺癌学会総会 (61.10.30).
門 政男,弗原順一,平田健雄,松井祐佐公,木野稔也,泉 孝英,大島駿作 :化学療法中,多発性結節状の
胸膜肥厚を認めた結核性胸膜炎の1例.第58回日本結核病学会近畿地方会 (61.ll.15).
松井祐佐公,田中 茂,朝技哲也,佐竹範夫,楳原利恵子,西村浩一,福田康二,弗原順一,長井苑子,北市
正則,平田健雄,門 政男,木野稔也,泉 孝英,大島駿作 :肺癌患者における CA-15-3の検討･第26回日本
胸部疾患学会総会 (61.4.8).
松井祐佐公,西村浩一,長井苑子,泉 孝英,大島駿作 :特発性間質性肺炎,贋原病性間質性肺炎における血
清中 CEA-Z,CA19-9,IAP の検討.第26回日本胸部疾患学会総会 (61.4.8).
松井祐佐公 :当教室肺癌における治療成績と将来の展望.第6回京都呼吸器疾患シンポジウム (61･8･10).
松井祐佐公,小山 弘,川谷睦夫,小沢佳広,三尾直士,安場広高,江村正仁,西村浩一,福田康二,長井苑




北市正則 :報告 ｢DPB とその周辺疾患をめぐる米欧の見解｣第6回びまん性汎細気管支炎をめぐる研究会
(62.2.14).





節原順一,木野稔也,福田康二,泉 孝英,大島駿作 :ECF-A,ヒスタミンによる,PIE 症候群の肺好酸球
の特徴一枝の Hypersegmentation-の invitroにおける誘導について.第14回 日本臨床免疫学会総会 (61.6.
19).
市原順一,木野稔也,福田康二,西村浩一,松井祐佐公,門 政男,泉 孝英,大島駿作 :Semi-invasive











特徴-hypodenseeosinophilと hypersegmentednudei-の各種 chemotacticagentsによる invitroの誘導に
ついて.第36回日本アレルギー学会総会 (61.10.23).
前原順一,木野稔也,福田康二,泉 孝英,大島駿作 :in vitro にて誘導した hypodense eosinophilの
cytotoxicityについての検討.第36回日本アレルギー学会総会 (61.10･23).
前原順一,松井祐佐公,門 政男,木野稔也,泉 孝英,大島後作,大石賢二 :胸部異常陰影を呈し,α2-
macroglobulin欠損症を伴った前立腺癌の一例.第27回日本肺癌学会総会 (61.10.30).




長井苑子 :シンポジウム ｢結核および周辺疾患の免疫学的背景 モノクローナル抗体による)ンパ球,単球サ
ブセットの解析｣サルコイ ドー シスの活動度の評価および病態生理学的検討方法としてのモノクローナル抗体の
応用.第61回結核病学会総会 (61.4.).
長井苑子,泉 孝英,竹内 実,渡辺和彦,北市正則,大島駿作 :肺胞マクロファージの immunoregulatory
functionに関する検討.第26回日本胸部疾患学会総会 (61.4.9).
Nagai,S･,Izumi･T･:ImmunologlCalfindings,especialy BALF 丘ndingsand pathogenesisin chronic
beryllium diseaseChronicBerylliam DiseaseA diagnosticworkshop(1986.5.7ClevelandJ･
長井苑子,泉 孝英,竹内 実,北市正則,節原順一,渡辺和彦,大島駿作 :慢性ベリリウム肺 (CちD)の
BALF細胞所見-特にサルコイ ドー シスとの鑑別について-.第36回アレルギ-学会総会 (61.10.17).
長井苑子 :シンポジウム ｢サルコイドー シスをめぐって｣追加発言 アンギオテンシンⅢの BALF マクロフ
ァージの accessoryfunctionにおよぼす影響.第28回 FLD シンポジウム (61.9.6)
長井苑子,泉 孝英,竹内 実,渡辺和彦,平田健雄,江村正仁,三尾直士,大島駿作 :Angiotensin D の
サルコイドー シス症例における BALFマクロファージおよび末梢血単球の accessoryfunctionに及ぼす影響に
ついて.第6回サルコイドー シス研究会総会 (61.10.17).
長井苑子 :シンポジウム ｢肺疾患診断の トピックス｣BALF.第66回国際胸部医学会日本支部会定期講演会
(62.3.14).
西村浩一,松井祐佐公,門 政男,木野稔也,泉 孝英,大島駿作,松本隆志 :ELISA による尿中デスモシ
ン排出量測定についての検討.第26回日本胸部疾患学会総会 (61.4.8).
西村浩一,泉 孝英,北市正則,三尾直士,長井苑子,前原順一,松井祐佐公,門 政男,木野稔也,大島駿
作,村田喜代史,伊藤春海,藤村直樹 :Ⅹ 線 CT 像と剖検肺所見との対比-特発性間質性肺炎,腰原病肺8例
の検討-,第26回日本胸部疾患学会総会 (61.4.9).
西村浩一,泉 孝英,三尾直士,北市正則,松井祐佐公,門 政男,木野稔也,大島駿作 :肺野陰影を伴った
気管支拡張症と考えられた5例-X線 CT像の検討-.第 5回びまん性汎細気管支炎をめぐる研究会 (61.7.5).
西村浩一,三尾直士,安場広高,江村正仁,福田康二,長井苑子,弗原順一,北市正則,平田健雄,松井祐佐







春海 :癌性 リンパ管症の X 線 CT 像と剖検肺所見との比較検討.第27回日本肺癌学会総会 (61.10.30).
西村浩一,泉 孝英,長井苑子,前原順一,北市正則,門 政男,大島駿作,村田喜代史,伊藤春海,本田和
徳,藤村直樹 :サルコイ ドー シス X 線 CT像 (highresolutionCT 像)の検討および伸展固定肺標本との対比.
第6回サルコイ ドー シス研究会総会 (61.10.17).
西村浩一,平田健雄,松井祐佐公,木野稔也,泉 孝英,大島駿作,渡部良広,松本隆志 :ELISA 法を使用
した肺気腫患者血清中デスモシン量測定についての検討.第34回閉塞性肺疾患研究会 (62.1.25).
福田康二,弗原順一,木野稔也,大島駿作 :気管支嘱息患者の末櫓血好中球機能 (ルミノール依存性 化学発
光)についての検討.第36回日本アレルギー学会総会 (61.10.23).
福田康二,木野稔也,井原順一,安場広高,小沢佳広,川谷暁夫,小山 弘,三尾直士,江村正仁,西村浩一,
長井苑子,北市正則,平田健雄,松井祐佐公,門 政男,泉 孝英,大島駿作 :毎年同時期に発症を繰り返すア
レルギー性気管支肺真菌症の1例.第28回日本胸部疾患学会近畿地方会 (61.ll.15).
安場広高,江村正仁,弗原順一,松井祐佐公,門 政男,木野稔也,泉 孝英,大島駿作 :副心臓支 (acces-
sorycardiacbroncheesJの4例.第28回日本胸部疾患学会近畿地方会.
竹内 実,泉 孝英,西村浩一,長井苑子,渡辺和彦,大島駿作 :びまん性汎細気管支炎症例における末栴血
NK 細胞活性低下の機序に関する検討.第26回日本胸部疾患学会総会 (61.4.7).
竹内 実,泉 孝英,長井苑子,渡辺和彦,北市正則,大島駿作 :喫煙の肺の NK 細胞に及ぼす影響につい
て一健常人,非喫煙者および喫煙者の BALF細胞を用いての検討-.第14回日本臨床免疫学会総会 (61.6.
20).
竹内 実,泉 孝英,長井苑子,渡辺和彦,大島駿作 :喫煙の末栴血 NK 細胞に及ぼす影響について.第36
回日本アレルギー学会総会 (61.10.23).
小山 弘,西村浩一,長井苑子,北市正則,平田健雄,門 政男,木野稔也,泉 孝英,金岡正樹,伊藤春海
:BHLを伴って蜂宿肺像を示した慢性の間質性肺炎の1例.第35回びまん性肺疾患研究会 (61･12･6)･
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内アンフォテリシン B注入による肺アスペルギローマの2治療例.第58回 日本胸部疾患学会近畿地方会 (61.
ll.15).





満,泉 孝英 :気道過敏性測定法の比較検討.第28回日本胸部疾患学会近畿地方会 (61.ll.15).
白川太郎,日下幸則,藤村直樹,後藤 桐,加藤幹夫,日置辰一朗 :超硬合金嘱息の原因物質の検討.第26回
産業衛生学会 (61.4.8).





爾 :肺性心の病態評価 (201Tl心筋 ミニ 4SPECT の導入)･第26回日本胸部疾患学会総会 (61･4.8).
昭和62.3 - 37-
伊藤春海,村田喜代史,藤堂義郎,鳥塚莞蘭,泉 孝英,北市正則,西村浩一,大島駿作,人見滋樹,久世文




千熊正彦,門 政男,泉 孝英他 :クロマズロール Sを用いる気管支肺胞洗浄液中のアルブミンの蛍光定量.
日本分析化学会第35年会 (61.10.ll).






泉 孝英 :特発性間質性肺炎の概念,診断,治療.名大-内,二内合同呼吸器勉強会 (61.4.24).
泉 孝英 :肺の肉芽腫.厚生省特定疾患系統的脈管障害調査研究班.昭和61年度ゼミ公開シンポジウム特別講
演(61.6.13).
泉 孝英 :慢性呼吸器感染症について.宇治久世医師会学術講演会 (61.6.25).
泉 孝英 :夏型過敏性肺臓炎.日本短波放送 ｢診療手帖｣(61.8.14).
泉 孝英 :職業性アレルギー研究会特別企画 ｢アレルギー性疾患の診断 ･治療の進歩｣間質性肺疾患の診断と
治療 (61.9.13).
泉 孝英 :びまん性汎細気管支炎 ･閉塞性肺疾患.京都呼吸器医会 (61.9.26).
泉 孝英 :アレルギー性肺疾患.科研生薬社員研修会 (61.ll.4).
泉 孝英,西村浩一 :閉塞性肺疾患.浜松医大第二内科呼吸器セミナー (61.ll.20).
泉 孝英 :びまん性汎細気管支炎.慢性閉塞性肺疾患一気管支瑞息との鑑別点と問題点.第22回大分嘱息懇話
会 (61.ll.29).
泉 孝英 :びまん性肺疾患の鑑別診断 ･下関市医師会学術講演会 (61.12.10).
泉 孝英 :免疫信息.医学文摘 (内部参考資料)40:35-40,大連市第-人民医院,1985年 6月.
泉 孝英 :日本結核病的現状与対策.中華防疫通訳,8(3):43-46,1986.
泉 孝英 :慢性気道感染症の診断と治療.門真市医師会 (62.1.15).
泉 孝英 :腰原病肺.医科学大事典,Supp13,最新の医療情報,1987,p･42-47,講談社,1986.
泉 孝英 :サルコイ ドー シスとIPF.大津赤十字病院内科カンファレンス (62.1.21)
泉 孝英 :わだい ｢気管支肺胞洗浄法｣.MedicalTechnology,15(3):206-207,1987.





木野稔也 :診察室 ｢気管支喋息とロイコトリエンについて｣.京都医報,第1174号 :14,1986.
木野稔也 :昆虫による気管支嘱息についての最近の知見.第15回京滋アレルギー研究会 (61.8.31).
木野稔也 :気管支嘱息の成因と治療における最近の知見.京都市北区医師会学術講演会 (61.8.27).
木野稔也 :大気中に浮遊する 10〝m 以下の昆虫抗原 (煤,蛾, トビケラ,ユスリカ)の免疫学的測定方法に
ついて,第 3回ユスリカアレルギー研究班連絡会議 (61.10.22).
木野稔也 :炎症と気管支瑞息 ･アレルギー.サンド薬品講演会 (61.12.8).
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松井祐佐公 :肺癌の診断-特に胸部 Ⅹ 線像を中心にして-,京都市左京医師会学術講演 (61.7.19).






Kitaichi'M･:Diffusepanbronchiolitis(DPB)and otherairway disorders;a comparativepathological
study,Ludwig-Aschoff-Haus,Pathologischeslnstitut,Albert･Ludwig-Universitat,Freiburg,West-Germany
(61.9.10).





Kitaichi,M･:Diffuse panbronchiolitis･ The Cardiothoracic Institute,Brompton Hospital,London,
England(61.10.7).
北市正則 :欧米における DPB についての検討.若輩会,京都 (61.ll.26).
北市正則 :病理像からみたびまん性肺疾患.第1回名古屋市立大学第2内科呼吸器談話会 (62.1･17).






















細田 裕,泉 孝英,岩井和郎,平賀洋明,三上理一郎,山本正彦 :座談会 ｢サルコイ ドー シス｣･呼吸,
5(6):618-632,1986.










胸 部 外 科 学 部 門
〔学 会 発 表〕
シンポジウム ･特別講演
寺松 孝 :シンポジウム膿胸 (司会).第3回呼吸器外科研究会 (61.5.23).
倉田昌彦 :肺癌を合併した胸腺腫 (重症筋無力症)の1手術例.第3回 [胸腺腫の生物学的特的特性に関する
研究]ワークショップ (61.4).
池田貞雄 :人工気管による気道再建の現況と将来 (特別講演).第9回日本気管支学会 (61.7).
人見滋樹 :胸部悪性腫癖に対するAdjuvantSurgeryの現況と将来 (特別講演).第48回中部肺癌学会 (61.7.
5).
人見滋樹 :気管 ･気管支および肺生検の25年の経験 (会長講演).第9回日本気管支学会総会 (61.7.15).
人見滋樹 :シネクリニック肺癌手術におけるリンパ節郭清術 (座長).第39回日本胸部外科学会総会 (61.10.
16).
船津武志,塙 健,安田雄司,横堀 徹,小鯖 覚,宮本好博,二宮和子,畠中陸郎,松原義人,池田貞雄 :
膿胸の治療方針とその成績･(シンポジウム).第 3回日本呼吸器外科研究会 (61.5).
伊藤元彦,瀧 俊彦 :肺小細胞癌の外科療法- 術前化学療法施行例の組織所見を中心に.第39回日本胸部外
科学会総会パネルディスカッション･シンポ ｢肺小細胞癌の外科的治痩 (61.10).
伊藤元彦 :肺縦隔腫癌.日本外科学会卒後教育セミナー ｢腫療マーカー｣(シンポ),(1986.ll).
松原義人,畠中陸即,小鯖 覚,安田雄司,塙 健,宮本好博,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :人工気管
による気道再建術 (シネシンポジウム).第86回日本外科学会総会 (61.4).
畠中陸郎,塙 健,安田雄司,小鯖 覚,宮本好博,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :遠隔予後からみた肺
癌外科治療の限界と将来 (シンポジウム).第29回日本胸部外科学会関西支部会 (61.6).
清水慶彦 :気管気管支再建手術の基礎と臨床,代用気管.第39回日本胸部外科学会総会シンポジウム (61.10).
和田洋己,千原幸司,人見滋樹 :慢性膿胸治療の問題点- 胸部一横隔膜運動- 呼吸機能の観点から.シン
ポジウム膿胸,第3回日本呼呼器外科研究会, (61.5).




小林 淳 :無気肺陰影.同上シンポジウム (61.1).
奥村典仁 :肺のう胞症合併肺癌.同上シンポジウム (61.7).
- 40- 京大胸部研紀要 第20巻 第1,2号




人見滋樹 :肺癌の内視鏡診断- 気管支ファイバースコープ,縦隔鏡,胸腔鏡- .香川県内科医会呼吸器疾
患談話会 (61.2.20).
住友伸一,青木 稔,平田敏樹,古谷 信,山崎文郎,三宅正幸,五十部 潤,池 修,中村達雄,千原幸






池田貞雄,塙 健,安田雄司,小鯖 覚,宮本好博,二宮和子,畠中陸部,松原義人,船津武志 :T3手術
例の術後再発様式の検討.(同上学会).
安田雄司,塙 健,小鯖 覚,宮本好博,畠中陸邸,松原義人,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :肺の重複
癌例の検討.(同上学会).
小鯖 覚,塙 健,安田雄司,宮本好博,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :膿胸合併
肺癌の-手術例.
塙 健,安田雄司,小鯖 覚,宮本好博,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :肺癌にお
ける血清 IAPの意義.(同上学会).
和田洋己,人見滋樹,李 民実 :寺田忠之 :肺がん検診の組織化に関する研究.池田妊々会議報告 (61.3).
室恒太郎,呉 俊雄,寺田泰二,松延政一,外相聖-,清水慶彦,肺癌による気道閉塞に対するレーザー治療
の-経験.第25回滋賀呼吸器疾患談話会 (61.3.22).
糸井和美,高橋 豊,中野 豊,坂本益雄,乾 健二,カレッド･レシャード:早期肺癌に対する気管支形成
術の1例.第137回静岡県外科医会 (61.3).





小鯖 覚,塙 健,横堀 徹,安田雄司,宮本好博,
雄 :肺癌再発例に対する再手術の検討.同上学会 (61.5).
塙 健,横堀 徹,安田雄司,小鯖 覚,宮本好博,
雄 :特殊型胸腺腫4例の検討.同上学会 (61.5).
横堀 徹,塙 健,安田雄司,小鯖 覚,官本好博,
雄 :胃転移ときたした肺原原悪性線維性組織球腫の1例.














青木 稔,光岡明夫,渡部 智,田村康一,伊藤元彦,人見滋樹 :びまん性胸膜中皮腫に対する胸膜肺全摘除術
の評価.同上学会 (61.4).
船津武志,池田貞雄 :Silentempyemaに合併した Mesotheliomaの一例.同上学会 (61.5).
高嶋義光,大野暢宏,他 3名 :肺癌治療の現況.第65回福井県医学会 (61.5).
田村康一,三宅正幸,乾 健二,山崎文郎,池 修,五十部 潤,千原幸司,住友伸一,青木 稔,光岡明
夫,和田洋巳,伊藤元彦,人見滋樹,中村達雄,渡部 智,清水慶彦,平田敏樹 :気管癌に対LSternalTrach-
ecostomyをおこなった1治験例.第29回日本胸部外科学会関西地方会 (61.6).
瀧 俊彦,辻 宏明,竹田秋郎,倉田昌彦,伊藤元彦,光岡明夫,青木 稔,田村康一,和田洋巳,人見滋
樹 :Ⅲ期肺小細胞癌に対する手術適応の検討.同上学会 (61.6).
小鯖 覚,塙 健,榎掘 徹,安田雄司,宮本好博,二宮和子,畠中陸郎,松原義人,船津武志,池田貞
雄 :肺癌における縦隔鏡検査の意義および合併症の検討.同上学会 (61.6).
竹田秋郎,倉田昌彦,瀧 俊彦,辻 宏明 :乳癌肺転移症例の手術適応.同上学会 (61.6).




長谷川誠紀,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,田辺 一,有安哲哉,富谷 信,秋山文弥 :気管原発腺様嚢
胞癌手術後の肺転移の1例.同上学会 (61.6).
高橋 豊,平田敏樹,森田 浩,中野 豊,糸井和美,乾 健二,カレッド･レシャード:乳児胸腺腫2切除
例の検討.同上学会 (61.6).
寺町政美,江崎 寛,岡田賢二,井上律子,伊東正敏,小林君美 :悪性神経鞘腫の1例.同上学会 (61.6).
和洋 仁,玉田二郎,千葉 渉,小林 淳,伊藤元彦,神頭 徹 :小細胞癌と考えられる胸腺癌の一切除例.
同上学会 (61.6).
呉 俊雄,室 恒太郎,寺田泰二,松延政一,外村聖一,清水慶彦 :上大静脈再建を行った悪性胸腺腫の1手
術例.同上学会 (61.6).






鈴木 清,平田敏樹,高橋 豊,中野 豊,糸井和美,カレッド･レシャード:胸水 TPA,B2マイクログロ
ブリンおよびシアル酸測定の臨床診断的意義.第49回日本胸部疾患学会東海地方会 (61･6).
青木 稔,三宅正幸,山崎文郎,乾 健二,五十部 潤,池 像 中村達雄,千原幸司,光岡明夫,田村康




住友伸一,横堀 徹,塙 健,安田雄司,小鯖 覚,二宮和子,松原義人,畠中陸郎,船津武志,池田貞
雄 :胸部 CT および縦隔鏡検査による縦隔リンパ節転移の検討.同上学会 (61.7).
小鯖 覚,横堀 徹,塙 健,安田雄司,住友伸一,二宮和子,松原義人,畠中陸郎,船津武志,池田貞
雄 :肺癌全摘症例の検討.同上学会 (61.7).
池 修,乾 健二,山崎文郎,五十部潤,三宅正幸,中村達雄,千原幸司,青木 稔,光岡明夫,田村康一,
渡部 智,和田洋己,清水慶彦,伊藤元彦,人見滋樹 :ACTH 産生胸腺カタルチノイドの1症例･ 同上学会
(61.7).
五十部潤,三宅正幸,乾 健二,山崎文郎,池 修,中村達雄,千原幸司,青木 稔,光岡明夫,渡部 智,
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田村康一,和田洋己,清水慶彦,伊藤元彦,人見滋樹,鈴木康弘 :結核性慢性膿胸腔餅艦より発生した PseudoI
sarcomatousfibromatosisの1手術例.同上学会 (61.7).
松井輝夫,山下直己,山中 晃,辰巳明利,北野司久 :高令者肺癌手術例の検討.同上学会 (61.7).
奥村典仁,桑原正喜,福瀬達郎 :縦隔腫蕩49例の臨床的検討.同上学会 (61.7).










糸井和美,平田敏樹,森田 浩,中野 豊,高橋 豊,
験例肺癌の検査法別診断率.同上学会 (61.7).
鈴木 清,高橋 豊,平田敏樹,中野 豊,糸井和美,
二宮和子,畠中陸郎,松原義人,船津武志,池田貞





力レッド･レシャー ド:胸水 PTA B2 マイクログロ
プリン,およびシアル酸の臨床診断的意義 (第2報).同上学会 (61.7).





桑原正喜,福瀬達郎,奥村典仁 :肺過誤腫 8例の臨床的検討一一特に小児例について一一.第 6回阪神呼吸器
疾患勉強会 (61.7).
高嶋義光,大野暢宏,他 3名 :パンコースト型肺癌の1手術例.第20回日本肺癌学会北陸地方会 (61.7).
大野暢宏,高嶋義光,他 3名 :巨大な mucoidimpaction像を呈した肺癌の1例.同上学会 (61.7).







人見滋樹 :胸部悪性腫癌に対する ChalengingOperation･京都府医師会外科医会 (61.9.26).
高橋 豊,平田敏樹,森田 浩,中野 豊,糸井和美,カレッド･レシャード;当院における肺癌の手術成績.
第139回静岡外科医会 (61.9).
平田敏樹,森田 浩,中野 豊,高橋 豊,糸井和美,カレッド･レシャード;肺過誤腫の1切除例.同上学
(61.9).





倉田昌彦,瀧 俊彦,竹田秋郎,辻 宏明,藤田正憲,田中蛍子,水谷 哲,鍵岡 均,他 3名 :肺癌 (非小
細胞癌)の骨転移例.第27回日本肺癌学会総会 (61.10).
昭和62.3 - 43-
池田貞雄,畠中陸郎,塙 健,榎掘 徹,住友伸一,小鯖 覚,松原義人,二宮和子,船津武志;T3 肺癌
の対応 :その手術成績と再発様式.同上学会 (61.10).
北野司久,山下直己,松井輝夫,山中 晃,辰巳明利 :Invivo制癌剤感受性テスト.同上学会 (61.10).
源河圭一郎,前里和夫ほか7名 :TXNOMO肺癌の治療.同上学会 (61.10).
船津武志,松原義人,塙 健,横堀 徹,小鯖 覚,住友伸一,畠中陸郎,二宮和子,池田貞雄 :肺癌 N2
症例における対応.同上学会 (61.10).
二宮和子,松原義人,塙 健,榎掘 徹,住友伸一,小鯖 覚,畠中陸郎,船津武志,池田貞雄 :小型進行
肺癌の臨床的検討.同上学会 (61.10).
松原義人,塙 健,榎掘 徹,住友伸一,小鯖 覚,二宮和子,畠中陸郎,船津武志,池田貞雄 :肺癌にお
ける血清 SCC抗原の意義.同上学会 (61.10).
和田洋己,山崎文郎,乾 健二,五十部潤,池 修,青木 稔,光岡明夫,田村康一,伊藤元彦,人見滋樹,
他 :小細胞癌 T3,N2手術症例の検討.同上学会 (61.10).
カレッド･レシャード,鈴木 清,糸井和美,高橋 豊,中野 豊,平田敏樹 :胸水中 CEATPA,ADA,B2
MG による悪性および結核性胸水の鑑別診断について.同上学会 (61.10).
小鯖 覚,塙 健,榎掘 徹,住友伸一,二宮和子,畠中陸郎,松原義人,船津武志,池田貞雄 :再発肺癌
の外科治療.同上学会 (61.10).
池田貞雄,松原義人 :肺癌患者における血清 CA125の意義.第45回日本癌学会総会 (61.10).
カレッド･レシャード,鈴木 清 :胸水における腫療マーカー (CEA了rPA)の臨床的意義.同上学会 (61･
10).
二宮和子,松原義人,池田貞雄,横堀 徹,安田雄司,小鯖 覚,畠中陸郎,船津武志 ;末期肺癌の疹痛対策
-BromptonMixtureの使用経験.第24回日本癌治療学会 (61.10).
小鯖 覚,横堀 徹,塙 健,安田雄司,宮本好博,二宮和子,松原義人,畠中陸部,船津武志,池田貞雄;
高齢者肺癌の外科治療とその実態.同上学会 (61.10).




竹田秋郎,瀧 俊彦,辻 宏明,倉田昌彦,他2名 :乳腺腫輝を初発症状とした悪性黒色腫の1例.同上学会
(61.ll).
辰巳明利,山下直己,松井輝夫,山中 晃,北野司久 :食道平滑筋腫の2手術例.同上学会 (61.ll).
塩田暫広,船津武志,李 永浩,塙 健,榎掘 徹,小鯖 覚,住友伸一,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,
池田貞雄 :胸壁線維腫の1切除例.同上学会 (61.ll).
李 美於,乾 健二,光岡明夫,青木 稔,田村康一,和田洋巳,伊藤元彦,人見滋樹 :術前化学療法が著効
を示した前縦隔 Yolksactumorの1例.同上学会 (61.ll).
清谷哲也,光岡明夫,古谷 信,青木 稔,田村康一,渡部 智,和田洋己,伊藤元彦,人見滋樹 :血管再建
を要した重症筋無力症合併の浸潤性腺種の1例.同上学会 (61.ll).
岡田賢二,寺町政美,江崎 寛,井上律子,伊東政敏,小林君美他 1名 :啄疾中に砂粒体をみとめた肺乳頭状
腺癌の1例.第68回日本結核病学会東海地方学会,第50回日本胸部疾患学会東海地方学会 (61.ll).
高橋 豊,平田敏樹,佐藤敦夫,八木 健,森田 浩,中野 豊,糸井和美,カレッド･レシャード:原発性
肺癌における重複癌 7例の検討.同上学会 (61.ll).
糸井和美,平田敏樹,佐藤敦夫,八木 健,森田 浩,中野 豊,高橋 豊,カレッド･レシャード:当院に
おけるⅢ期肺癌症例の検討.同上学会 (61.ll).
有安哲哉,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,長谷川誠紀,吉谷 信,大久保憲一,秋山文弥 :胸壁原発悪性
腫癌に対する切除後胸壁再建の1例.同上学会 (61.ll).
平田敏樹,森田 浩,高橋 豊,糸井和美,カレッド･レシャード:食道壁内に見られた cystの1例.同上
学会 (61.ll).
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奥村典仁,福瀬達郎,桑原正喜 :成人に発生した縦隔内神経芽細胞腫の1例,第28回日本胸部疾患学会関西地
方会 (61.ll).
山下直己,北野司久,辰巳明利,山中 晃,松井輝夫,他 2名 :小腸転移でイレウスを発症した肺明細胞癌の
1例.同上学会 (61.ll).
江崎 寛,寺町政美,岡田賢二,井上律子,伊東政敏,小林君美 :経過中に Sch6nlein-Henoch紫斑病を呈し
た肺大細胞癌の1例.第49回中部肺癌学会 (61.ll).
鈴木 清,高橋 豊,平田敏樹,森田 浩,中野 豊,糸井和美,カレッド,レシャード:胸水中の扇平上皮
癌関連抗原 (SCC抗原)測定の診断的意義.同上学会 (61.ll).
糸井和美,平田敏樹,佐藤敦夫,八木 健,森田 浩,中野 豊,高橋 豊,カレッド･レシャード:高齢者
肺癌に対する外科手術の検討.同上学会 (61.ll).















寺町政美,江崎 寛,井上律子,伊東政敏,小林君美他 1名 :縦隔腫療摘出術における腰湯捺印細
第25回日本臨床細胞学会秋季大会 (61.ll).
河原崎茂孝 :胸腺小細胞癌の1例.第29回日本胸部外科学会関西地方会 (61.ll).
2. 腺 繰 ･免 疫
光岡明夫,伊藤元彦,三宅正幸,人見滋樹 :成齢期胸腺摘除術後の免疫機能の再検討.第26回日本胸部疾患学
会総会 (61.4).
青木 稔,三宅正幸,山崎文郎,五十部 潤,池 修,中村達雄,千原幸司,住友伸一,光岡明夫,田村康
一,和田洋巳,伊藤元彦,人見滋樹 :術前よりステロイド大量投与を行った重症筋無力症胸腺摘除例の臨床及び
病理組織学的検討.同上学会 (61.4).
岡田賢二,寺町政美,奥村典仁,井上律子,伊東政敏,小林君美 :胸腺腫の核内 DNA ヒストグラムの解析
- リンパ球との相関関係について- ,同上学会 (61.4).
中野 豊,カレッド･レシャード,森田 浩,高橋 豊,坂本益雄,糸井和美,乾 健二 :サルコイドー シス
の自験例での気管支鏡による診断について.第9回日本気管支学会 (61.7).





青木 稔,李 民実,乾 健二,山崎文郎,神頭 徹,和田洋巳,人見滋樹 :自家肺移植に及ぼす温阻血の影
響- 病理組織学的検討- .同上学会 (61.9).
山崎文郎,李 民実,乾 健二,神頭 徹,青木 稔,和田洋己,人見滋樹 :犬自家肺移植における温阻血の
影響,同上学会 (61.10).







′辰巳明利, 山下直己,松井輝夫, 山中 晃,北野司久 :前縦隔原発悪性奇形腫群腰痛の治療経験.同上学会
(61.10).
山崎文郎,李 民実,乾 健二,神頭 徹,青木 稔,和田洋巳,人見滋樹 :犬自家肺移植における温阻血時
間 (WITJの影響.同上学会 (61.9).
伊藤元彦,三宅正幸,光岡明夫,粛 金宝,田村康一,和田洋巳,人見滋樹,瀧 俊彦 :機能と形態からみた
胸腺腫の検討.第39回日本胸部外科学会総会 (61.10).








三宅正幸,伊藤元彦,光岡明夫,乾 健二,五十部潤,人見滋樹,他 3名 :前縦隔悪性腔細胞腫の鷹揚マーカ





カレッド･レシャード,鈴木 清,高橋 豊,平田敏樹,中野 豊,糸井和美 :胸水における各種パラメータ
ーの検索 (CEA,FERRITIN,SialicAcid,第1報).第6回腫蕩マーカ-研究会 (61.10).
鈴木 清,高橋 豊,平田敏樹,森田 浩,中野 豊,糸井和美,カレッド･レシャード:胸水における各種
パラメーターの検索 (TPA,M2MG,ADA,第2報).同上学会 (61.10).




青木 稔,光岡明夫,渡部 智,田村康一,伊藤元彦,人見滋樹 :外科治療を行なった気管支結核の検討.第61
回日本結核病学会総会 (61.4).
五十部潤,平田敏樹,吉谷 信,三宅正幸,山崎文郎,池 修,中村達雄,住友伸一,千原幸司,青木 稔,
光岡明夫,田村康一,和田洋己,伊藤元彦,人見滋樹,水野 浩,渡部 智,清水慶彦 :非定型抗酸菌症に対す
る外科療法の経験.同上学会 (61.4).
松原義人,塙 健,横堀 徹,安田雄司,小鯖 覚,宮本好博,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞
雄 :肺癌との鑑別診断のため手術を行った肺感染症の臨床的検討.第3回呼吸器外科研究会 (61.5).
桑原正喜,福瀬達郎,小林 淳,人見滋樹 :肺化膿症の手術例の検討.同上学会 (61･5).
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高井晶子,倉田昌彦,永井 彰,友田恒典 :過去10年間に行った結核血清反応の成績と評価･第57回結核病学
会 (61.6).





田村康一,渡部 智,伊藤元彦,人見滋樹 :外科対象となった気管支結核.第 9回日本気管支学会総会,(61･7).
桑原正喜,小林 淳,福瀬達郎,他 2名 :肺膿療症例の術前 ･術中対策- 患側区域気管支閉塞法- .同上
学会 (61.7).
カレッド･レシャー ド,坂本益雄,中野 豊,高橋 豊,糸井和美,平田敏樹,森田 浩 :経気管支的に診断
した粟粒結核症例の検討.同上学会 (61.7).
カレッド･レシヤー ド,乾 健二,糸井和美,高橋 豊,中野 豊,平田敏樹 :啄血の治療における気管支動
脈結術の経験 (追加発言).同上学会 (61.7).
高嶋義光,大野暢宏,他 3名,渡部 智 :気管支結核症の3例.同上学会 (61･7).
北野司久,藤尾 彰,辰巳明利,松井輝夫,山中 晃,山下直己 :慢性膿胸に対する外科療法の検討- 有茎
性大網弁充填法を中心にして- .第39回日本胸部外科学会総会 (61･10).
住友伸一,李 永浩,塩田哲広,塙 健,横堀 徹,小鯖 覚,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,
池田貞雄 :Roundatelectarisを伴った陳旧性胸膜炎の1例.第28回日本胸部疾患学会近畿地方会 (61.ll).




富谷 信,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,長谷川誠紀,有安哲哉,大久保憲一,秋山文弥 :先天的気管支
食道湊に膿胸を合併した1例.同上学会 (61.ll).
横堀 徹,塙 健,小鯖 覚,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :巨大肺嚢胞症に合併
した気胸,感染例の外科治療.第48回日本臨床外科医会 (61.ll).
高橋 豊,平田 敏樹,森田 浩,中野 豊,糸井和美,カレッド･レシャード:大量啄血に対する気管支動
脈結染術の経験.第140回静岡外科医会 (61.12).
4. 人 工 材 料
清水慶彦 :呼吸不全治療のための人工肺の開発.京都大学医用高分子研究センター5周年記念講演会 (61.2).
清水慶彦 :医用材料の進歩.姫路市医師会講演会 (61.2).
島本光臣,篠崎 拓,上野陽一郎,河原崎茂孝,長谷川誠糸己,田辺 -,有安哲哉,秋山文弥 :ITP を合併
した心内膜炎後僧帽弁閉鎖不全症に対する人工弁置換術の1例.静岡輸血懇話会第 1回学術集会 (61.3).
松原義人,塙 健,安田雄司,小鯖 覚,宮本好博,二宮和子,畠中陸郎,船津武志,池田貞雄 :気管分岐
部切除後の人工気管による気道再建術.第86回日本外科学会総会 (61.4).
KoichiTamura,Osamuike,Junlsobe,ShigekiHltOmi,YasuhikoShimizuandetal･Newhydrogeland
itsmedicalapplication･The32nd AnnualMeeting ofAmerican SocietyofArti丘cialinternalOrgans･
(May,1986Anaheim)･







渡部 智,中村達雄,五十部潤,清水慶彦,河原崎茂孝,池 修,千原幸司,水野 浩,田村康一,他 1
名 :医用合成高分子材料の表面改質- シリコー ンゴム製尿道カテーテル表面への抗菌活性及び粘滑性の付与
- .第24回日本人工臓器学会大会 (61.9).
田村康一,河原崎茂孝,池 修,水野 浩,人見滋樹,中村達雄,五十部潤,渡部 智,清水慶彦:Poly-
urethaneを素材とする人工血管の開発.同上学会 (61.9).
千席幸司,河原崎茂孝,寺田泰二,松延政一,水野 浩,五十部 潤,清水慶彦,人見滋樹,屋ケ田和彦,野
口康夫,三上 隆 :陰圧式人工呼吸器の開発.同上学会 (61.9).




中村達雄,五十部潤,池 修,渡部 智,清水慶彦,他3名 :気管縫合用吸収性プレジェットの実験的検討.
第39回日本胸部外科学総会 (61.10).
中村達雄,五十部潤,池 修,渡部 智,清水慶彦,加藤弘文,他3名 :-イドロキシアパタイト含有生体
内吸収性骨接合ビンの実験的研究.第24回日本人工臓器学会大会 (61.10).
池 修,渡部 智,清水慶彦,和田良一,田畑泰彦,玄 丞焦,筏 義人 :アド)アマイシン･ポリ乳酸マ
イクロスフェアの生体内での溶出および分解について.第8回日本バイオマテリアル学会大会 (61.ll).







秋山文机 篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,河原崎茂孝,長谷川誠紀,田辺 一,有安哲哉 :IHSSに対す
る経大動脈中隔心筋切除術-手技上の工夫-(ビデオクリニック).第16回日本心臓血管外科学会学術総会(61･2).
島本光臣,篠崎 拓,上野陽一郎,河原崎茂孝,長谷川誠紀,田辺 -,有安哲哉,秋山文弥:UnstableAn-
ginaに対する CABG の成績.同上学会 (61･2).
上野陽一郎,篠崎 拓,島本光臣,河原崎茂孝,長谷川誠紀,田辺 -,有安哲哉,秋山文弥 :CelSaver及
び Holow Fiber型残留血濃縮器使用症例の比較検討.同上学会 (61.2).
寺町政美,奥村典仁,岡田貿二,井上律子,伊東政敏,小林君美,他 2名 :体外循環時の溶血について.第33
回国立療養所循環器疾患研究会 (61.3).
田辺 -,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,河原崎茂孝,長谷川誠紀,有安哲哉,秋山文弥 :右室-肺動脈
ExtracardiacConduit再置換の1例.第137回静岡県外科医全集談会 (61.3).
伊東政敏,寺町政美,奥村典仁,江崎 寛,岡田賢二,井上律子,小林君美 :高度肺高血圧を合併した PDA
親子の手術治験例.第 29回日本胸部外科学会関西地方会 (61･6).
島本光臣,篠崎 拓,上野陽一郎,長谷川誠紀,田辺 -,有安哲哉,吉谷 信,秋山文弥 :血小板減少性紫
姓病 (ITP)を合併する心内膜炎後僧帽弁閉鎖不全に対する人工弁置換術の1例.同上学会 (61･6).
島本光臣,篠崎 拓,上野陽一郎,長谷川誠紀,田辺 -,有安哲哉,吉谷 信,秋山文弥 :急性 I型解離性
大動脈輝に対し右冠動脈へのAICバイパスを併せ行った人工血管置換術の1例.同上学会 (61･6).
上野陽一郎,篠崎 拓,島本光臣,長谷川誠紀,田辺 -,有安哲哉,吉谷 信,秋山文弥 :冠動脈バイパス
術後収縮性心膜炎の1例.同上学会 (61･6).
横見瀬裕保,中山正吾,青田正樹,大頭信義 :左腕頭静脈層を合併した上大静脈輝の1例.同上学会 (61･6)･
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有安哲哉,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,長谷川誠紀,田辺 一,吉谷･信,秋山文弥 :三尖弁前尖欠損
による三尖弁閉鎖不全症の1例.同上学会 (61.6).
長谷川誠紀.篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,田辺 -,有安哲哉,吉谷 信,秋山文弥 :高令老嚢状胸部
大動脈輝に対する切除 ･パッチ閉鎖の2例.第138回静岡県外科医会集談会 (61.6).
有安哲哉L,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,長谷川誠紀,田辺 -,吉谷 信,秋山文弥 :貿動脈直下位の
腹部大動脈輝の手術経験.同上学会 (61.6).
FumioKitamura,KanjiInoue,TakasumiNakamura,NobuakiMiyamato:A SuccessfulCaseofEmergent
PulmonaryEmbolism,6TH ASEAN CONGRESSOFCARDIOLOGY (1986,6,JAKARTA)･
伊東政敏,寺町政美,江崎 寛,岡田賢二,一井上律子,小林君美,他 3名 :僧帽弁膜症進行例の手術経験.節
33回岐阜循環器疾患研究会 (61.7).
寺 町政美,江崎 寛,岡田賢二,井上律子,伊東政敏,小林君美,他 8名 :先天性 2弁性大動脈弁狭窄症と合
併した感染性心内膜炎の1症例.同上学会 (61.7).






島本光臣,篠崎 拓,上野陽一郎,長谷川誠紀,田辺 -,有安哲哉,古谷 信,秋山文弥 :胸部大動脈膚に
対する Thromboexclusion法の検討- 遠隔期成績をふくめて- .同上学会 (61.10).
伊東政敏,寺町政美,江崎 寛,岡田賢二,井上律子,小林君美,他3名 :ASD に合併した MR-TR･PH の
1治験例.第41回国立病院療養所総合医学会 (61.ll).
伊東政敏,他 9名 :先天性 2弁性大動脈弁狭窄症に感染性心内膜炎を合併した1治験例.同上学会 (61.ll).









カレッド･レシャード:胸部疾患における CT の役割と応用.榛原医師会 (61.1).
森田 浩,坂本益雄,中野 豊,高橋 豊,糸井和美,乾 健二,カレッド･レシヤード:胸部Ⅹ線上,びま
ん性陰影を呈し,自然軽快示した1症例.第10回びまん性肺疾患研究会 (61.2).
人見滋樹,三上理一郎 :びまん性肺疾患の鑑別診断をめぐる最近の諸問題.臨床と解剖セミナー (61.3.18).
船津武志,塙 健,安田雄司,小鯖 覚,宮本好博,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,池田貞雄 :巨大肺嚢
胞症の治療.第26回日本胸部疾患学会総会 (61.4).




千原幸司,青木 稔,光岡明夫,田村康一,和田洋己,伊藤元彦,人見滋樹,室 恒太郎,呉 俊雄,寺田泰
二,松延政一,外相聖一,清水慶彦 :肺全摘後の横隔膜 ･胸郭運動の検討.同上学会 (61.4).
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千厩幸司,青木 稔,光岡明夫,田村康一,和田洋巳,伊藤元彦,人見滋樹,室 恒太郎,呉 俊雄,寺田泰
二,松延政一,外相聖-,清水慶彦 :巨大ブラ症の横隔膜 ･胸郭運動の検討.同上学会 (61.4).
住友伸一,三宅正幸,山崎文郎,池 修,中村達雄,千原幸司,青木 稔,光岡明夫,田村康一,和田洋巳,
伊藤元彦,人見滋樹,松延政一,五十部潤,渡部 智,清水慶彦 :開胸手術の胸郭運動への影響.同上学会 (61.
4).
塙 健,安田雄司,小鯖 覚,官本好博,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :気管軟化
症の実験的研究.同上学会 (61.4).
瀧 俊彦,辻 宏明,竹田秋郎,倉田昌彦 :中葉症候群手術例の検討.第 3回呼吸器外科研究会 (61.5).
糸井和美,カレッド･レシャード,乾 健二,高橋 豊,平田敏樹 :高齢者の開胸術の検討.同上学会 (61.5).
北野司久,辰巳明利,藤尾 彰 :小児胸郭変形症に対する外科療法の検討- 特に PLA利用上の術式の改良
について.第23回日本小児外科学会総会 (61.5).




朝田完二, 中村隆澄, 宮本信昭,他6名 :肺犬糸状虫症の1例.第21回日本胸部疾患学会 中国四国地方会
(61.6).
吉谷 信,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一一郎,長谷川誠紀,田辺 一,有安哲哉,秋山文弥 :両側性胸郭出口
症候群の1例.第138回静岡県外科医会集談会 (61.6).
平田敏樹,高橋 豊,糸井和美,カレッド･レシャード:術後乳び胸の治療経験.同上医会 (61･6).
桑原正喜,福瀬達郎,奥村典仁,小林 淳 :化膿性縦隔炎の 1治験例- Parasternd縦隔 ドレナージ法-
第29回日本胸部外科学会関西地方会 (61.6).
玉田二郎,和洋 仁,小林 淳,千葉 渉 :気管支嚢腫を伴う気管支閉鎖症の1切除例.同上学会 (61･6).
岡田賢二,寺町政美,江崎 寛,奥村典仁,井上律子,伊東政敏,小林君美 :急速にのう胞を形成 し,自然気
胸をくり返 した若年気胸の1例と,肺一胸壁ゆ着への一考察.同上学会 (61.6).
住友伸一,三宅正幸,山崎文郎,池 修,五十部 潤,中村達雄,千原幸司,青木 稔,光岡明夫,田村康
一,和田洋巳,伊藤元彦,人見滋樹,渡部 智,清水慶彦 :両肺同時手術症例の胸郭運動.同上学会 (61.6).
千原幸司,青木 稔,光岡明夫,田村康一,和田洋巳,伊藤元彦,人見滋樹,室 恒太郎,呉 俊雄,寺田泰
二,松延政一,外村聖-,清水慶彦 :骨性胸郭に手術侵襲を加えた症例の横隔膜 ･胸郭運動の検討.同上学会
(61.6).
山崎文郎,河原崎茂孝,乾 健二,池 修,五十部 潤,千原幸司,三宅正幸,住友伸一,中村達雄,青木
稔,光岡明夫,田村康一,和田洋己,伊藤元彦,人見滋樹,渡部 智,清水慶彦 :肺分画症 6例の検討.同上学
会 (61.6).
糸井和美,カレッド･レシャード,平田敏樹,高橋 豊,乾 健二 :虚血性心疾患既往者に対する胸部外科手
術の経験.同上学会 (61.6).
塙 健,横堀 徹,安田雄司,小鯖 覚,官本好博,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞
雄 :自然血気胸18例の検討.同上学会 (61.6).
横堀 徹,塙 健,安田雄司,小鯖 覚.宮本好博,二宮和子, 畠中陸郎,松原義人,船津武志,池田貞
雄 :感染を合併した巨大肺嚢胞症の検討.同上学会 (61.6).
中野 豊,カレッド･レシャード,平田敏樹,森田 浩,高橋 豊,糸井和美 :当院における気管支嘱息患者
の血中ネオフイリンの日内変動について.第49回日本胸部疾患学会東海地方会 (61.6).
森田 浩,カレッド･レシャード,中野 豊,平田敏樹,高橋 豊,糸井和美,梅宮正志 :ブレオマイシン投
与後の肺線維症の1例.同上学会 (61.6).
糸井和美,平田敏樹,高橋 豊,乾 健二,カレッド･レシャード:気管支形成術の経験.同上学会 (61.6).
倉田昌彦,竹田秋郎,瀧 俊彦,辻 宏明,久保勝彦,室本 仁,田中蛍子,水谷 哲,鍵岡 均 :肺癌患者
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における BronchoalveolarLavage(BAL)液の中の腫療マーカーの成績について (特に CA19-9を中心にして)･
第9回日本気管支学会総会 (61.7).
北野司久,松井輝夫,山中 晃,辰己明利,藤尾 彰 :気管および肺門部気管支の狭窄に対する治療方針.同
上学会 (61.7).
畠中陸郎,塙 健,安田雄司,宮本好博,小鮪 覚,松原義人,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :気管支鏡
による術後無気肺の治療.同上学会 (61.7).
青木 稔,和田洋己,乾 健二,山崎文郎,人見滋樹 :レーザードップラー法による気管支粘膜血流測定の検
討.同上学会 (61.7).
小鯖 覚,塙 健,横堀 徹,安田雄司,宮本好博,松原義人, 畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞
雄 :気管および主気管支の狭窄症例に関する臨床的検討.同上学会 (61.7).
乾 健二,カレッド･レシャード,高橋 豊,中野 豊,坂本益雄,糸井和美,平田敏樹,神頭 徹,和田洋
己,人見滋樹 :小児気道内異物症例7例の検討.同上学会 (61.7).
高橋 豊,平田敏樹,森田 浩,中野 豊,糸井和美,坂本益雄,乾 健二,カレッド･レシャード:術後持
続気漏に対する経気管支鏡的処置の試み.同上学会 (61.7).




江崎 寛,寺町政美,岡田賢二,井上律子,伊東政敏,小林君美 :CT による葉間胸膜の描出について.三重
大学胸部外科学教室第32回研究総会 (61.8).
千原幸司,人見滋樹 :肺のう胞症の開胸下ブラ内圧の検討.第28回気胸研究会 (1986.9).




平田敏樹,森田 浩,高橋 豊,中野 豊,糸井和美,カレッド･レシャード:HFJV 換気中に発生した両
側気胸の1例.同上学会 (61.9).
辻 宏明,瀧 俊彦,竹田秋郎,倉田昌彦 :当院における自然気胸の疫学的検討.同上学会 (61･9).
池田貞雄,松原 義人,小鯖 覚,横堀 徹,塙 健,安田雄司,宮本好博,二宮和子,畠中陸郎,船津武
志 :気管3リング,左主気管支6リング切除を行った右肺管状刻除の1例.第39回日本胸部外科学会総会 (61.
10).
田村康一,三宅正幸,山崎文郎,乾 健二,池 修,五十部潤,千原幸司,住友伸一,青木 稔,光岡明夫,
和田洋己,伊藤元彦,人見滋樹,中村達雄,渡部 智,清水慶彦 :気管の腫癌性病変に対する手術術式の検討.
同上学会 (61.10).
山中 晃,朝倉庄志,高橋憲太郎,加藤弘文,渡辺和郎,中村良雄,田畑良宏,森 渥視,岡田慶夫 :胸部
CT画像を応用した左右別肺機能および肺切除術前後の肺機能の検討.同上学会 (61･10).
千原幸司,河原崎茂孝,青木 稔,光岡明夫,田村康一,和田洋己,伊藤元彦,人見滋樹,渡部 智,室 恒
太郎,呉 俊雄,寺田泰二,松延政一,外相聖- :巨大ブラ症の病態生理の換気力学的検討.同上学会 (61.10).
住友伸一,三宅正幸,山崎文郎,乾 健二,池 修,五十部潤,中村達雄,千原幸司,青木 稔,光岡明夫,
田村康一,和田洋己,伊藤元彦,人見滋樹,渡部 智,清水慶彦 :漏斗胸手術の胸郭運動-及ぼす影響.同上学
会 (61.10).




昭和62.3 ー 51 -
塙 健,横堀 徹,安田雄司,小鯖 覚,宮本好博,松原義人,他 2名 :気管軟化症の実験的研究.同上学
会 (61.10).
江崎 寛,寺町政美,岡田賢二,井上律子,伊東政敏,小林君美 :胸部 CT における 2mm スライス関数3
の有用性について.第68回日本結核病学会東海地方会,第50回日本胸部疾患学会東海地方会 (61.ll).
森田 浩,平田敏樹,中野 豊,高橋 豊,糸井和美,カレッド･レシャード:当院における DPB症例の臨
床的検討.同上学会 (61.ll).
鈴木 清,カレッド･レシャード:胸水における各種マーカ-の検索 (特別報告).同上学会 (61.ll).
平田敏樹,佐藤敦夫,八木 健,森田 浩,高橋 豊,中野 豊,糸井和美,カレッド･レシヤード:呼吸不
全を呈した気管支内異物の1例.同上学会 (61.ll).









桑原正喜 :両側気胸の臨床的検討.第 7回京阪神呼吸器疾患勉強会 (61.12).
カレッド･レシャード:胸部疾患の特殊検査について.榛原医師会 (61.12).














清水慶彦 :甲状腺癌における気管合併切除 (86-87).外科診療 Question & Answers第11号,六法出版,
(61.4.18).




前里和夫 :サルコイ ドー シス(p･106-108),気管支ファイバースコピーの実際.近畿気管支鏡懇話会編,金芳堂
(1986).
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〔誌 上 発 表〕
1. 庫 . 蕩
藤尾 彰,北野司久,朝倉庄志,松井輝夫 :心外膜より発生した悪性線維性組織球腫の1例.日本胸部外科学
会雑誌,34(2):133-137,1986.
高橋 豊,カレッド･レシャード,乾 健二,竹内吉喜 :横隔膜神経鞘腫の1例.日本胸部外 科学雑志,
34(4):80,1986.
三宅正幸,伊藤元彦,和田洋己,瀧 俊彦,光岡明夫,人見滋樹 :HCG 産生原発性肺癌の2例.日本胸部外
科学会雑誌,34(4):519,1986.
三宅正幸,伊藤元彦,瀧 俊彦,光岡明夫,和田洋己,人見滋樹 :AFP 産生原発性肺癌の2切除例.日本胸
部外科学会雑誌,34(6):914,,1986･





山中 晃,高橋憲太郎,加藤弘文,岡田慶夫,他 1名 :膿胸壁に接した胸壁原発 MalignantFibrousHistiocy-
toma.肺癌26:699-705,1986.
岡野昌彦,カレッド･レシャード,乾 健二,神頭 徹,和田洋巳 :右下葉全域に浸潤した DifuSeFiberlei-
松原義人,二宮和子,安田雄司,塙 健,八木一之,宮本好博,畠中陸郎,船津武志,池田貞雄 :肺癌にお
ける腫療マーカーの臨床的評価- TPA を中心として- .日本癌治療学会誌,21(4):744-751,1986.





山中 晃,岡田慶夫 :各種腫痔における腫癌マーカーの検出と意義- 肺癌- .臨床成人病16(6):1001-
1006,1986.
松原義人,桑原正喜,池田貞雄 :肺癌の免疫学的診断法.呼吸,5(2):190-196,1986.









松原義人,小鯖 覚,塙 健,安田雄司,宮本好博,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :縦隔嚢状
リンパ管腫の3例.日本胸部臨床,45(7):611(615,1986.
玉田二郎,人見滋樹 :末期癌管理上の問題点 ･癌性胸水.臨床と研究,63(3):826,1986.
カレッド･レシヤード,乾 健二,高橋 豊,糸井和美,中野 豊,坂本益雄,鈴木 清 :原発性肺癌におけ













小林 淳,福瀬達郎,奥村典仁,桑原正喜,他 1名 :無気肺を呈する肺癌のX線写責所見.大阪から肺がんを
なくす会会報,15(2):9,1986.










船津武志,塙 健,安田雄司,横堀 徹,小鯖 覚,住友伸一,二宮和子,畠中陸郎,松原義人,池田良
樵 :非結核性膿胸.臨床胸部外科,6(6):44-47,1986.








カレッド･レシャード,高橋 豊,糸井和美,中野 豊,森田 浩,iTi田敏樹,島田恒治 :気管支結核の治験
例の検討.結核,61(10):491,1986.
4. 人 工 材 料
渡部 智,五十部潤,清水慶彦,他 2名 :バイオ1)アクター用酵素含有マイクロカプセルの作製･人工臓器,
15(1):243,1986.
田村康一,中村達雄,池 修,水野 浩,岡田貿二,人見滋樹,清水慶彦,寺松 孝 :高含水ポリビニルア
ルコールゲルの医用材料としての基礎的研究- 生体内埋植後の変化および腸管癒着防止膜としての応用-
人工臓器,15(1):260-263,1986.
清水慶彦,渡部 智,五十部潤,他 2名 :Bioactivematerialとしてのコラーゲン合成高分子複合体- 気管
モデルによる観察- 人工臓器,15(1),299,1986.
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清水慶彦,他 1名 :呼吸不全の新しい治療法- ExtracorporealLungAssist(ECLA)- .医学のあゆみ,
136(8),593,1986.
松原義人,池田貞雄 :人工気管による気管再建.医学のあゆみ,136(10),721,1986.










5. 心 ･血 管
山崎文郎,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,河原崎茂孝,長谷川誠紀,田辺 -,有安哲哉,秋山文弥 '･人
工透析中の慢性腎不全合併例に対する弁置換術2例の検討.日本心臓血管外科学会雑誌,15(4):403,1986.
島本光臣,篠崎 拓,上野陽一郎,山崎文郎,河原崎茂孝,長谷川誠紀,田辺 -,有安哲哉,秋山文弥 :捕
助循環,IABPの臨床-IABP臨床9年間の成績検討-.日本心臓血管外科学会雑誌,15(5):442,1986.




秋山文弥,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,河原崎茂孝,長谷川誠紀,田辺 -,有安哲哉 :IHSSに対す
る経大動脈中隔心筋切除術- 手技上の工夫- .日本心臓血管外科学会雑誌,16(2):165,1986.
















三宅正幸,伊藤元彦,瀧 俊彦,住友伸一,有安哲哉,人見滋樹,清水慶彦,他 1名 :IntravascularBrenchi-
oloalveolarTumorの1例.日本胸部疾患学会雑誌,24(1):74,1986.




山崎文郎 :漏斗胸に対する腹直筋有茎性胸骨翻転術の遠隔成績- とくに Plastron の生者発育性に関する検討
- .臨床胸部外科,6(1):18,1986.
光岡明夫,人見滋樹,伊藤元彦,和田洋巳,青木 稔,加藤弘文,渡部 智,清水慶彦 :漏斗胸に対する腹直
筋有茎性胸骨翻転術とその非翻転変法.臨床胸部外科,6(1):43-47,1986.






人見滋樹 :びまん性肺疾患の鑑別診断をめ ぐる最近の問題点. 臨床と解剖セミナー (84), 医学のあゆみ,
139(8):600-608,1986.
伊藤春海,人見滋樹,他16名 :間質性肺病変の CT 像.画像診断,6:8-14,1986.















桑原正喜 :バ ルブを用いた胸腔 ドレナージ法.関西電力病院医学雑誌,17(1,2):7,1985.
カレッド･レシャード,鈴木 清,島田恒治 :シアル酸および IAPの呼吸気疾患における炎症のパラメータ
ーとしての検討.京大胸部研紀要,19:56,1986.
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病 理 学 部 門
1. 老化 ･結合組織研究グループ
〔学 会 発 表〕
米津智徳,樋口嘉一,小岸久美子,竹田俊男,綱沢 進,崎山文夫 :老化促進モデルマウス (SAM)に関する
実験的研究 ⅩⅩⅠⅠ,マウス老化アミロイド蛋白質 (ASsAM)及びその共通抗原性物質 (apoSASsAM)の一次構造.
第75回日本病理学会 (昭61.4).
樋口嘉一,米津智徳,小岸久美子,竹田俊男,国貞隆弘,青田伸一,山岸秀夫,綱沢 進,崎山文夫 :老化促
進モデルマウス (SAM)に関する実験的研究 XXⅢ,マウス老化アミロイド線維蛋白 (ASsAM)cDNA の単離.
第75回日本病理学会 (昭61.4).
松下 睦,坪山直生,笠井隆一,奥村秀雄,山室隆夫,樋口嘉一,米津智徳,芋谷厚志,竹田俊男,山本逸
雄 :老化促進モデルマウス (SAM)に関する実験的研究 ⅩⅩⅣ,骨粗方症系 SAM-R/3 と P/6の血中 Ca,P,
PTH,vitD3の変化.第75回日本病理学会 (昭61.4).
秋山治彦,川又敏男,杉山 博,秋口一郎,松下 睦,樋口京一,細川昌則,竹田俊男 :老化促進モデルマウ
ス (SAM)に関する実験的研究 ⅩXV,中枢神経系の形態学的変化(2).第75回日本病理学会 (昭61.4).
秋山治彦,川又敏男,杉山 博,秋口一郎,亀山正邦,竹田俊男,木村 宏 :老化促進モデルマウス:SAM-
P/8の脳に多発する PAS染色陽性で,免疫グロブリン親和性を持つ頼粒状特異構造について.第27回日本神経
学会総会 (昭61.5).
秋山治彦,川又敏男,杉山 博,秋口一郎,亀山正邦,松下 陸,細川昌則,竹田俊男,木村 宏 :PAS染
色陽性で免疫グロブリンに親和性を持つ頬粒状構造について- 老化促進モデルマウスにおける多発- .第27
回日本神経病理学会学術研究会 (昭61.6).
松下 睦 :老化促進モデルマウス (SAM)における加齢に伴なう諸病変とホメオスタシスー特に老化アミロイ
ドー シスと骨粗寿症について.シンポジウム<ホメオスタシスと老化>日本基礎老化学会第10回大会 (昭61.7).
八木秀雄,松下隆寿,梅沢真樹子,竹田俊男,坪山直生,松下 睦,秋山治彦,秋口一郎 :コンベンショナル
飼育下 SAM-P/8系における受動的回避反応と脳幹の海綿状変性について. 日本基礎老化学会第10回大会 (昭
61.7).
花田敬吾,梅沢真樹子,細川友秀,細野正道,光岡明夫,竹田俊男 :老化促進モデルマウス (SAM)の免疫応
答能 :SAM 系統間における比較.日本基礎老化学会第10回大会 (昭61.7).
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2･ 肺表面活性物質研究グループ


















中井栄一,鈴木康弘 :赤血球 ･膜における膜内粒子 (IMP)分布の分析. 日本界面医学会雑誌, 17:53-60,
1986.
C)
細 菌 血 清 学 部 門
〔学 会 発 表〕





















西川伸一,鍔田武志,菩納辰夫,桂 義元 :Idiotope及び anti-idiotopeによる idiotope産生の増強-まず
networkの法則の現象論的把握に向けて.同上学会
喜納辰夫,雨貝 孝,西川伸一,広川勝星,桂 義元 :全身及び部分照射マウスにおけるT細胞機能分化の解
柿.同上学会.
鍔田武志,西川伸一,桂 義元,熊谷俊一,井村裕夫 :正常マウスおよびループスマウスにおける抗 DNA
抗体産生B細胞レパー トアの研究.同上学会.
平芳一法,喜納辰夫,西川伸一,桂 義元 :′n7′2'froでのB細胞の分化と免疫グロブリン遺伝子の多様化 同
上学会.
小川峰太郎,北村幸彦,平芳一法,善納辰夫,西川伸一,桂 義元 :長期骨髄培養を用いた Scidマウスの異
常についての解析.同上学会.
雨貝 孝,喜納辰夫,西川伸一,今西二郎,桂 義元 :単一幹細胞に由来する胸腺細胞の機能的分化(続報).
同上学会.
Tsubata,T･,Nishikawa,S･,Kumagai,S.,Imamura,H.andKatsura,Y･:Studyofanti-DNA repertoirein
normalandlupusmice･ New horizonsinanimalmodelsforautoimmunedisease･ March1986,Tokyo･
鍔田武志,桂 義元,井村裕夫 :抗 DNA レパートアの研究- 交差反応性の起源について.第36回日本ア
レルギー学会総会,昭61年10月,岐阜.
〔誌 上 発 表〕
桂 義元 :Tリンパ球系幹細胞,Medicallmmunology,12(1),9-17,1986･
Katsura,Y･,Kina,T･,Amagai,T･,Tsubata,T･,Hirayoshi,K,Takaoki,Y･,Sado,T･andNishikawa,S･:















桂 義元 :遅延型過敏症を媒介するT細胞 (TDTH)･ 免疫の研究 (山村雄一編),同文書院,173-187,1986.
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細 胞 化 学 部 門


























梅原久範,熊谷俊一,披内俊三,石田 博,藤田 宗,杉之下俊彦,前田道之,井村裕夫 :PSSにおけるIL･
2産生能の異常-Ⅰし2依存性ヒトT細胞を用いた解析.第16回日本免疫学会総会,東京,1986年12月.
熊谷俊一,波内俊三,佐野 銃,鍔田武志,梅原久範,石田 博,東 二郎,杉田昌彦,井村裕夫,淀井淳司,








多賀谷温,岡田雅文,野間隆文, 中郁智之,掘 利行,前田道之, 内山 卓,本庶 佑,笠原 忠,淀井淳
司 :ATL 由来因子 (ADF)の heterogeneity:ADF と Ⅰし1αの関係について.同上.








































- 62- 京大胸部研紀要 第20巻 第1,2号
臨床肺生理学部門








川上賢三,平林正孝,三嶋理晃,中川正清,久野健忘 :ランダム波オシレーション法による COPD における
気道および肺胸郭インピーダンスの周波数特性の解析.同上,1986.4.
川添隆司,加藤幹夫,他 :びまん性肺出血の1症例 (肺 ･腎生検とその免疫状体法による検討).同上,1986.
4.











平田博通,竹内 亮,李 勝弘,久野健忘,佐川弥之助 :胸部腎の1症例.同上,1986.6.
福井基成,吉田 仁,栗山隆信,佐藤公彦,越久仁敬,久野健忘,佐川弥之助 :胸腺ならびに胸腺腫摘出1年
半後に発症した重症筋無力症の1例.同上,1986,6.
福永隆文,大井元晴,平井正志,陳 和夫,栗山隆信,久野健忘,佐川弥之助 :睡眠時高度の CO2 蓄積を認
めた脊椎カリエスによる慢性呼吸不全の1例.同上,1986,6.
木村哲郎,松尾晃次,栗山隆信,平井正志,祝 爾誠,陳 和夫,山岡新八,李 勝弘,大井元晴,久野健志,
佐川弥之助 :アルミトリンと肺理学療法が奏効した結核後遺症慢性呼吸不全の1例.同上,1986.6.












































陳 和夫,大井元晴,平井正志,栗山隆信,祝 爾誠,山岡新八,松尾晃次,関野 -,久野健忘 :過換気発
作回復過程に低酸素血症を呈 した過換気症候群の1例.同上,1986.ll.





鍵岡 均,的崎早智子,田中豊子,水谷 哲,福井基成,藤田正憲 :両側肺炎及び呼吸不全を呈した高度の気
管 ･気管支狭窄を認める Tracheobronchopathiaosteochondroplasticaの1例.同上,1986.ll.
































藤田正憲 :啄疾分離株の各種ニューキノロンMIC比較-ニューキノロンの基礎と臨床.第 1部 ｢タリビッド
の臨床検討｣,1986.ll.




杉田隆彰,安田隆三郎 :解離性大動脈痛 (DE BAKEYⅢ型)の-緊急手術例について. 第4回滋賀救急医療研
究会,1986.ll.
川上賢三,平林正孝,吉田 仁,中川正清 :ランダム波オシレーション法による COPDにおける気道および
肺胸郭インピーダンスの周波数特性の解析.第1回兵庫県立病院学術集談会,1986.ll.








鍵岡 均,的場早智子,福井基成,水谷 哲,田中聖子,藤田正憲 :両側肺炎および呼吸不全を呈した高度の
気管気支狭窄を認める Tracheobronchopathiaosteochondroplasticaの1例.同上,1986.12.















































































平井正志,大井元晴,栗山隆信,陳 和夫,久野健忘,佐川弥之助 :睡眠時における経皮 PC02 の変化.厚
生省特定疾患 ｢呼吸不全｣調査研究班 (昭和60年度研究報告),45-49.
平井正志 :酸素吸入の睡眠時呼吸異常に及ぼす影響.呼吸,Vol･5･(10),1150.-1155,1986･
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